
　

２
つ
目
の
謎
は
名
前
の
由
来
で
す
。

こ
の
熊
野
地
方
に
あ
る
城
に
、
ど
ん

な
由
来
が
あ
り
、
な
ぜ
「
京
」
城
と

い
う
風
流
な
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

文
献
に
は
名
前
の
由
来
が
記
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
歴
史
に
詳
し
い
方
に
、

ど
の
よ
う
な
理
由
が
想
像
で
き
る
か
、

少
し
お
話
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
の
後
期
か
ら
９
名
の
上
皇

や
法
皇
な
ど
が
１
０
２
回
も
熊
野
三
山

を
訪
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
地

は
、
速
玉
大
社
か
ら
近
く
、
か
つ
て
は

熊
野
川
か
ら
相
野
谷
川
へ
舟
を
使
っ
た

交
通
が
盛
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
熊

野
川
か
ら
熊
野
三
山
詣
に
訪
れ
た
高
貴

な
身
分
の
方
々
が
滞
在
し
た
地
だ
か
ら

で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
や
、
昔
か
ら

穀こ
く
そ
う倉
地
帯
で
あ
っ
た
た
め
作
物
が
多
く

採
れ
て
、
裕
福
な
穀
倉
地
帯
で
あ
っ
た

た
め
、
京
に
あ
る
よ
う
な
き
れ
い
な
建

物
が
造
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

お
話
で
し
た
。

　

詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
自
分

た
ち
で
い
ろ
い
ろ
な
想
像
を
膨
ら
ま

せ
て
み
る
の
も
楽
し
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

８
～
９
ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
て
い
ま

す
が
、
京
城
跡
と
同
じ
丘
陵
に
は
、

昔
か
ら
齋
ヶ
丘
神
社
や
東と

う
せ
ん
じ

泉
寺
跡
の

史
跡
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

北
山
道
の
要
衝
に
位
置
し
、
熊
野

地
方
に
お
い
て
有
数
の
規
模
を
誇
っ

た
京
城
跡
で
す
が
、
詳
し
く
記
さ
れ

た
文
献
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
不
明
な
点
も
数
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
側
に
は
羽は

や

ま

じ

山
地
遺
跡
と

い
う
遺
跡
も
あ
る
ほ
か
、
ふ
も
と
の

民
家
に
は
昔
、
築
か
れ
た
立
派
な
石

垣
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
こ
の
地
に
は
昔
か
ら

伝
わ
る
多
く
の
史
跡
が
今
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

京
城
跡
は
こ
れ
ら
の
歴
史
遺
産
と

ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
繋
が
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

１
つ
目
の
謎
は
京
城
が
、
い
つ
誰
の

手
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
も
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

紀
伊
続
風
土
記
に
は
、
天
正
13
年

（
１
５
８
８
年
）
に
豊
臣
秀
吉
の
臣
下
、

堀
内
氏
善
氏
の
手
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
書
物
は
、
江
戸
時
代

に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
真
相
は

不
明
で
す
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
は
文
明
13
年

（
１
４
８
１
年
）
の
舟
形
地
蔵
が
存
在

す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
れ
よ
り
古
い

時
代
に
建
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
表

※
京
城
跡
周
辺
に
関
す
る
も
の
は
緑
色
で
記
載

京城跡の位置

京城跡とは

位置
　京城跡は、紀宝町の中央を流れる相
野谷川の中流域にある平山城跡です。
相野谷川に支流の相野川が合流するこ
の地点は、相野谷川流域の要とも言え
る場所です。東、北、西面には堀

ほ り き り

切・
切
き り ぎ し

岸・竪
た て ぼ り

堀を造作しており、北山道を
経由した北山方面からの攻撃に備えた
ものだと考えられます。

歴史
　相野谷川流域は室町時代以前は相

お の

野
荘
そ う

と呼ばれ、熊野三山の荘
しょうえん

園でした。 
　京城は、地域の実力が蓄えられてき
た室町時代後半ごろに、新宮の支配か
ら独立した地域の有力者によって築城
されたと考えられています。
　京城が築城される以前のこの山は、
地域の人びとが墓地として利用してい
た「聖地」だったそうです。

時
代

主
な
出
来
事

縄
文
時
代

弥
生
時
代

相
野
谷
川
流
域
沿
い
を
中
心
に
弥
生
人
が
居
住

（
遺
跡
か
ら
出
土
品
が
多
数
発
見
）

古
墳
時
代

飛
鳥
時
代

奈
良
時
代

７
１
０
年 

元
明
天
皇
が
平
城
京
に
遷
都

平
安
時
代

７
９
４
年 

桓
武
天
皇
が
平
安
京
に
遷
都

上
皇
・
貴
族
ら
の
熊
野
詣
が
盛
行

相
野
荘
が
設
立
？

１
１
８
５
年 

壇
ノ
浦
の
戦
い
で
平
家
滅
亡

鎌
倉
時
代

１
１
８
５
年 

文
治
の
勅
許
で
源
頼
朝
が
朝
廷
か
ら
守
護
・
地
頭
の
設
置

を
認
め
ら
れ
る

１
３
３
１
年
～
１
３
３
３
年 

元
弘
の
乱
で
北
条
氏
滅
亡

南
北
朝
時
代

１
３
３
３
年 

後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
建
武
の
新
政

南
北
朝
の
動
乱
期　

相
野
谷
川
流
域
や
鵜
殿
城
跡
で
合
戦
の
記
録

14
世
紀
後
半
、
現
在
の
大
里
集
落
北
東
部
に
集
落
が
営
ま
れ
る

（
羽
山
地
遺
跡
）

１
３
９
２
年 

明
徳
の
和
約
で
南
北
朝
統
一

室
町
時
代

１
３
３
６
年 

足
利
尊
氏
が
光
明
天
皇
を
擁
立
し
、
室
町
幕
府
を
開
く

（
戦
国
時
代
）

１
３
８
２
年 

相
野
荘
の
名
が
史
料
に
は
じ
め
て
登
場

15
世
紀
後
半
か
ら
16
世
紀
前
半　

京
城
が
築
城
？

１
５
７
３
年 

足
利
義
昭
が
織
田
信
長
に
追
放
さ
れ
る

安
土
桃
山
時
代

16
世
紀
後
半 

堀
内
氏
善
に
よ
り
京
城
改
変
？

１
６
０
０
年 

関
ヶ
原
の
戦
い
で
徳
川
家
康
が
勝
利

１
６
０
０
年 

堀
内
氏
善
、
京
城
に
立
て
籠
も
る

江
戸
時
代

１
６
０
３
年 

徳
川
家
康
が
江
戸
幕
府
を
開
く

１
６
１
５
年 

堀
内
氏
義
、
肥
後
国
（
熊
本
県
）
で
死
去

東
泉
寺
が
建
立

１
８
６
７
年 

徳
川
慶
喜
に
よ
る
大
政
奉
還

い
つ
、
誰
が
建
て
た
の
か
？

名
前
の
由
来
は
？

周
辺
の
史
跡
な
ど
と
の

関
連
は
？

京
城
跡
の
謎

謎
そ
の
１

謎
そ
の
２

謎
そ
の
３

堀ほ
り
う
ち内　

氏う
じ
よ
し善　

（
１
５
４
９
年
～
１
６
１
５
年
）

京
城
跡
に
由
縁
の
深
い
武
将

　

堀
内
氏
善
は
、
戦
国
時
代
末
期
、
新
宮
を
根
拠
に
古
座
付
近
か
ら
紀
伊
長

島
付
近
ま
で
３
万
石
（
実
高
６
万
石
と
も
言
わ
れ
る
）、
を
支
配
し
た
戦
国

大
名
で
す
。

　

氏
善
は
新
宮
城
主
だ
っ
た
氏
虎
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
熊
野
有

馬
家
へ
養
子
と
し
て
送
り
込
ま
れ
、
南
牟
婁
郡
、
熊
野
市
の
大
部
分
、
尾
鷲

市
の
一
部
を
手
中
に
収
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
父
氏
虎
と
兄
氏
高
が
相
次
い

で
亡
く
な
り
、
家
督
を
継
ぎ
新
宮
城
主
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
正
13
年
（
１
５
８
５
年
）
お
よ
び
天
正
16
年
（
１
５
８
８
年
）
に
北
山

一
揆
が
起
き
た
際
、
そ
の
対
策
と
し
て
京
城
を
築
城
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。

　

慶
長
５
年
（
１
６
０
０
年
）
関
ヶ
原
の
戦
い
に
お
い
て
西
軍
に
味
方
し
ま

し
た
が
、
戦
場
に
到
達
す
る
前
に
西
軍
の
敗
報
を
聞
き
帰
参
。

　

そ
の
後
、
和
歌
山
城
主
桑
山
茂
晴
配
下
に
新
宮
城
を
攻
め
ら
れ
降
伏
し
ま

し
た
。
領
地
を
没
収
さ
れ
、
肥
後
の
加
藤
清
正
の
も
と
へ
送
ら
れ
る
ま
で
の

間
、
一
時
京
城
に
滞
在
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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